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１．概要（Summary） 

生きたまま（活性化）の状態で菌類、ウイルス等の生体

を走査型電子顕微鏡（SEM）にて観察する方法として、

電子銃を真空に、観察試料を大気中にセットする方法が

ある。大気中での観察を可能にするには、ガスバリア性と

電子透過性が高い電子透過膜が必要となる。我々は、電

子透過膜に DLCを用いることで SEMによる生体観察に

向けた研究を行っている。今回、電子透過膜のサイズと耐

圧性、生産効率の検討のため、東北大学西澤センターの

設備を利用し、サイズの異なる電子透過膜を作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  DeepRIE装置#1 

【実験方法】 シリコン(Si)基板上の片面に DLC（膜厚

50nm）を成膜した試料を用い、もう一方の面に観察用の

パターンを転写した。パターニング後、露出した Si部分を

深さ方向にエッチングすることで、電子透過膜を作製した。

エッチング領域は 50µm×50µm、 100µm×100µm、

150µm×150µm、200µm×200µmの 4パターンである。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

50µm×50µm の開口サイズで作製した電子透過膜を

Fig. 1 に示す。50µm×50µm の開口サイズのものはエッ

チング時にひび割れることがなかったが、開口サイズが大

きくなるにつれ、ひび割れる確率が高くなった。広い視野

を必要とする場合、開口のサイズを大きくする必要がある。

しかし本研究では菌類やウイルス（全長数百 nm～数十

µm 以下）を観察対象にしていることから、50µm×50µm

の開口サイズでも十分観察可能である 。また 、

50µm×50µm の開口サイズは、真空と大気圧との圧力差

に耐えうることも確認できた。 
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Fig. 1 Electron transmission films. 

電子透過膜 


